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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

これまでの研究により、発生生物学、幹細胞生物学、再生生物学の分野において、再生力

の非常に高いプラナリアという対象の特質を活かし、世界をリードする研究成果を挙げつつ

ある。単に新規遺伝子の同定に留まらず、初期発生・再生において身体を領域化するメカニ

ズムとして「分子ダム仮説」という新しい概念の提唱に繋がったことは、形態形成の根源的

メカニズムに関し、従来の「濃度勾配仮説」からさらに大きく進展したといえる。今後のさ

らなる展開が期待できる。 

 

 
【平成２２年度 研究進捗評価結果に対する検証結果】 

 
 

 研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 


